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つながりのある学習 

 
宮崎県の“つながりのある学習”について 

 
（１）基本方針 

宮崎県学校体育研究発表大会では、本研究会の趣旨を踏まえ、児童生徒の発達の
段階に応じた望ましい体育学習のあり方について、以下のような共通視点を持ち、
研究を推進する。 

 
ア 生涯にわたって豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力の育成を目

指した学校体育の在り方を研究推進する。 
 

イ 研究にあたっては、各校種の研究活動を推進すると共に、各地区（支部）の小・
中・高・特が合同研究会を組織し、県学体研研究部と連携して『つながりのある学
習』の研究推進を図る。 

 
（２）『つながりのある学習』の基本的な考え方 

“つながり”は、単に教材や領域種目を揃えることによるつながりではなく、小学
校、中学校、高等学校、そして特別支援学校の１２年間を見通し、発達の段階に応
じて系統化された指導内容を明確化し、小中高特が同じ視点を持ちながら授業を展
開することである。 

「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」
の指導内容を、児童・生徒に確実に身につけさせるために、授業への基本的な考え
方や目指す児童・生徒像を明確にし、共通認識を持ちながら研究を進めていく必要
がある。 
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令和６年度 第６５回宮崎県学校体育研究発表大会小林・えびの・高原大会 研究計画  

 

 

 

（案） R6.10.2 時点  
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
① 合理的な動きと自己や仲間の動きを比

較して伝える ○ ○
② 技術的な課題、作戦等の課題、練習方

法を伝える ●
③ 必要な準備運動や補助運動を選ぶ

○ ○
● 体調や環境に応じて練習方法等を振り

返る ●
● よりよいマナー等について自己の活動

を振り返る ●
● 分担した役割について自己の活動を振

り返る ●
● 話合い等で合意形成する関わりを見付

け仲間に伝える ●
④ 体力や技能の程度等に配慮し楽しみ方

を見付ける ○ ○
⑤ 自己に適した「する、みる、支える、

知る」を見付ける ●

思考力、
判断力、
表現力等

●：重点指導機会  ○：複数回での指導機会  ＊：評価対象とせず指導する機会

指導事項配置図（中学3年生ー高校1年生）
第3学年 第1学年

指導事項
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１．研究内容及び研究の方向性 

２．授業の視点 

 


